
人口減、都市集中に歯止め「地方創生」の具体化を

海外、若者にアピールを 地方でも受け入れ態勢整備へ

国
内
観
光
、行
事
め
じ
ろ
押
し

観
光
で
地
方
の
雇
用
拡
大
へ

増
加
す
る
訪
日
旅
行
者

旅
館
は
日
本
文
化
の
歴
史
館

出
会
い
、
発
見
、
そ
し
て
感
動
。

出
会
い
、
発
見
、
そ
し
て
感
動
。

2015 年 4月トップツアーは東武トラベルと合併し『東武トップツアーズ株式会社』となります。

（５） 第２７８０号第３種郵便物認可２０１５年（平成２７年）１月１日（木曜日）

　
政
府
が
観
光
立
国
の
推
進
を
成

長
戦
略
に
掲
げ
、
地
方
自
治
体
が

観
光
施
策
に
注
力
す
る
背
景
に

は
、
日
本
経
済
の
再
生
は
も
と
よ

り
人
口
減
少
問
題
が
あ
る
。
特
に

地
方
の
急
激
な
人
口
減
少
は
、
地

域
の
経
済
・
文
化
活
動
、
ひ
い
て

は
自
治
体
の
存
続
に
危
機
的
な
状

況
を
も
た
ら
す
。
そ
の
対
策
の
一

つ
に
観
光
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
人
口
減
少
問
題
で
は
、
有
識
者

で
構
成
す
る
政
策
発
信
組
織
「
日

本
創
生
会
議
」
が
２
０
１
４
年
５

月
に
発
表
し
た
推
計
が
注
目
を
集

め
た
。
全
国
的
な
低
出
生
率
に
加

え
、
地
方
か
ら
大
都
市
へ
の
人
口

流
出
が
続
く
と
、
２
０
４
０
年
ま

で
に
若
年
女
性
（

～

歳
）
が


％
以
上
減
少
す
る
市
町
村
は
８

９
６
自
治
体（
全
体
の

・
８
％
）

に
及
ぶ
。
こ
れ
ら
の
自
治
体
は
将

来
的
に
消
滅
す
る
可
能
性
が
高
い

と
予
測
し
た
。

　
同
会
議
は
、
地
方
の
人
口
減
少

の
最
大
の
要
因
を
東
京
圏
を
中
心

と
す
る
大
都
市
へ
の
若
者
の
流
出

と
指
摘
し
、
人
の
流
れ
を
変
え
、

大
都
市
集
中
に
歯
止
め
を
か
け
る

対
策
の
必
要
性
を
提
言
し
た
。
そ

の
対
策
の
一
つ
は
、
地
方
の
産
業

を
振
興
し
、
大
都
市
と
の
経
済
・

雇
用
の
格
差
を
縮
め
る
こ
と
だ
。

　
そ
こ
で
観
光
が
期
待
を
集
め
る

こ
と
に
な
る
。
地
方
の
経
済
を
活

性
化
さ
せ
る
に
は
、
地
域
資
源
を

生
か
し
た
産
業
の
振
興
が
欠
か
せ

な
い
。そ
の
代
表
格
が
観
光
産
業
。

観
光
産
業
は
農
林
水
産
業
な
ど
他

産
業
へ
の
経
済
波
及
効
果
、
雇
用

誘
発
効
果
に
優
れ
る
。
交
流
人
口

を
拡
大
し
て
旅
行
消
費
を
増
や

し
、
若
者
の
雇
用
を
創
出
し
て
地

方
へ
の
定
住
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
地
方
の
観
光
関
係
者
に
し
て
み

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
主
張
し
て
き
た

こ
と
ば
か
り
で
、
社
会
の
問
題
意

識
が
よ
う
や
く
高
ま
っ
て
き
た

と
い
う
印
象
だ
ろ
う
。
政
府

に
お
い
て
も「
地
方
創
生
」

を
打
ち
出
し
、
そ
の
理

念
を
定
め
た
「
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」
な
ど

関
連
法
を


年

月
に
成

立
さ
せ
た
。

今
後
打
ち
出
さ
れ
る
施
策
は
、
地

方
の
観
光
振
興
を
後
押
し
し
、
地

方
に
若
者
の
雇
用
を
生
み
出
す
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
地
方
の
観
光
産
業
に
は
、
若
者

に
と
っ
て
働
き
が
い
の
あ
る
仕
事

を
提
供
す
る
努
力
が
求
め
ら
れ

る
。
地
域
に
は
、
旅
行
者
に
も
、

住
民
に
も
評
価
さ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
。
こ
れ
ら
は
観
光
立
国

の
基
本
理
念
「
住
ん
で
よ
し
、
訪

れ
て
よ
し
」
と
合
致
す
る
。
今
こ

そ
観
光
の
持
つ
力
で
地
方
を
活
性

化
さ
せ
る
べ
き
だ
。
　【
向
野
悟
】

　
２
０
１
４
年
度
版「
観
光
白
書
」

に
よ
る
と
、

年
の
国
内
観
光
旅

行
の
延
べ
人
数
は
、
宿
泊
観
光
が

１
億
８
１
９
１
万
人
で
前
年
比
５

・
９
％
、
日
帰
り
観
光
は
２
億
１

１
５
５
万
人
、
同
８
・
０
％
の
そ

れ
ぞ
れ
増
加
。
国
民
１
人
当
た
り

の
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
の
年
間
回

数
・
宿
泊
数
も
増
加
し
た
。

　
宿
泊
観
光
旅
行
の
増
加
に
つ
い

て
白
書
は
、
「
昨
今
の
日
中
・
日

韓
関
係
の
影
響
、
円
安
方
向
の
動

き
に
よ
る
旅
行
代
金
の
割
高
感
等

に
よ
り
、
海
外
旅
行
か
ら
国
内
に

シ
フ
ト
す
る
動
き
が
出
て
き
た
こ

と
が
主
な
要
因
」
と
分
析
し
て
い

る
。
国
内
旅
行
に
と
っ
て
の
追
い

風
が
や
ま
な
い
こ
と
を
願
う
ば
か

り
だ
。

　
観
光
は
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
。
だ
か
ら
こ
そ
政
府
も

成
長
戦
略
に
観
光
振
興
を
掲
げ
て

い
る
。
そ
の
意
味
で
こ
れ
か
ら
注

目
さ
れ
る
の
が「
地
方
創
生
」だ
。

国
内
観
光
に
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ

す
か
。
関
連
法
も
成
立
し
、

年

は
地
方
創
生
策
が
具
体
的
に
動
き

出
す
。
観
光
と
の
関
連
は
い
ま
一

つ
は
っ
き
り

し
な
い
が
、

石
破
茂
地
方

創
生
担
当
相
は

こ
と
あ
る
ご
と
に

観
光
振
興
と
農
林
水

産
業
の
活
性
化
の
重
要

性
を
説
い
て
お
り
、
期
待

を
抱
か
せ
る
。

　
国
内
旅
行
の
主
役
は
も
ち
ろ

ん
日
本
人
だ
が
、
訪
日
外
客
１
千

万
人
時
代
を
迎
え
、
外
国
人
観
光

客
も
国
内
旅
行
市
場
を
支
え
る
存

在
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
将
来
、
２

千
万
人
、
そ
し
て
３
千
万
人
に
な

っ
た
時
、
日
本
人
が
訪
れ
る
先
々

で
外
国
人
を
見
か
け
る
こ
と
が
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
観
光
地
の
風
景
も
ま
た
変

わ
り
、
外
国
語
表
示
の
案
内
標
識

や
土
産
品
が
溢
れ
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
に
も
外

国
人
の
姿
が
目
立
ち
、
温
泉
も
一

緒
と
い
う
光
景
も
珍
し
く
な
く
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
国
内
観
光
旅
行
を
活
発
化
さ
せ

る
決
め
手
の
一
つ
は
話
題
性
の
あ

る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
か
ど
う
か
だ

ろ
う
。

年
の
富
岡
製
糸

場
の
世
界
遺
産
登
録
や
Ｕ
Ｓ

Ｊ
の
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
関
連
施
設

オ
ー
プ
ン
な
ど
は
そ
の
好
例
だ
。

　

年
は
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
延

伸
（
３
月
）
や
高
野
山
開
創
１
２

０
０
年
記
念
大
法
会（
４
月
～
）、

善
光
寺
御
開
帳
（
同
）
な
ど
が
あ

る
。
こ
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
舞
台
と
な
る

地
域
も
に
ぎ
わ
い
そ
う
だ
。
９
月

の
、

年
以
来
と
い
う
「
シ
ル
バ

ー
ウ
イ
ー
ク
」も
注
目
に
値
す
る
。

【
内
井
高
弘
】

　
韓
国
を
旅
行
す
る
時
、
筆
者
が

好
ん
で
泊
ま
る
の
が
オ
ン
ド
ル
部

屋
だ
。

　
オ
ン
ド
ル
と
は
ご
承
知
の
通

り
、
床
下
暖
房
の
こ
と
。
台
所
の

か
ま
ど
で
た
い
た
火
の
煙
を
床
下

に
通
ら
せ
、部
屋
全
体
を
暖
め
る
、

韓
国
の
伝
統
的
な
設
備
だ
。

　
一
般
の
民
家
だ
け
で
な
く
、
旅

館
や
ホ
テ
ル
も
、
こ
の
オ
ン
ド
ル

部
屋
を
設
け
て
い
る
。

　
世
界
標
準
の
客
室
に
泊
ま
る
よ

り
、
現
地
の
文
化
を
身
近
に
体
験

し
た
い
と
、
こ
の
オ
ン
ド
ル
部
屋

を
指
定
す
る

観
光
客
は
筆

者
だ
け
で
は

な
い
は
ず
だ
。

　
オ
ン
ド
ル
部
屋

の
床
に
座
り
、
郷
土

料
理
を
肴
に
座
卓
で
一

杯
や
り
、
原
色
の
派
手
な

布
団
で
横
に
な
る
と
、
「
あ

あ
韓
国
に
来
た
な
」
と
実
感
す

る
の
で
あ
る
。

◇

　
言
う
ま
で
も
な
く
旅
館
は
日
本

独
特
の
文
化
だ
。畳
敷
き
の
和
室
、

素
朴
な
郷
土
料
理
、
浴
衣
、
温
泉

―
。
１
泊
の
滞
在
で
日
本
の
伝
統

的
な
衣
食
住
の
全
て
を
体
験
で
き

る
、
ま
さ
に
「
日
本
文
化
の
歴
史

館
・
体
験
館
」
だ
。

　
世
界
に
類
を
見
な
い
独
自
の
文

化
を
体
験
し
よ
う
と
、
世
界
中
の

観
光
客
が
日
本
の
旅
館
を
目
指
し

て
こ
ぞ
っ
て
訪
れ
て
い
る
…
と
言

い
た
い
の
だ
が
、
現
実
は
少
し
違

う
。

　
リ
ッ
チ
な
観
光
客
が
世
界
ブ
ラ

ン
ド
の
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
と
高
級
温

泉
旅
館
を
泊
ま
り
歩
い
た
り
、
バ

ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
が
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
旅
館
に
連
泊
し
た
り
す
る
な
ど

の
例
が
よ
く
聞
か
れ
る
。
だ
が
、

地
方
の
観
光
・
温
泉
地
の
津
々
浦

々
ま
で
、
世
界
の
観
光
客
の
目
と

足
が
向
い
て
い
る
と
は
未
だ
言
い

難
い
。

　
「
旅
館
側
の
情
報
発
信
が
足
り

な
い
の
で
は
な
い
か
」
。
そ
う
指

摘
す
る
識
者
が
多
い
。
多
言
語
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、
情
報
発
信

に
力
を
入
れ
る
旅
館
が
最
近
増
え

て
き
た
。
た
だ
、
個
人
の
力
に
は

限
界
が
あ
る
。
地
域
、
そ
し
て
国

を
挙
げ
て
「
Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ

ン
ド
」
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
先
は
海
外
に

限
ら
な
い
。
今
は
国
内
で
も
和
室

が
な
い
住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
が
珍

し
く
な
い
。
現
代
の
若
者
の
多
く

が
生
ま
れ
て
こ
の
方
、
和
室
の
な

い
生
活
を
し
て
い
る
の
だ
。
伝
統

的
な
和
の
文
化
は
若
者
に
と
っ
て

新
鮮
に
映
る
。
日
本
文
化
の
継
承

者
を
つ
く
る
意
味
で
も
、
国
内
の

若
者
た
ち
へ
の
旅
館
文
化
の
ア
ピ

ー
ル
が
必
要
だ
。
　
【
森
田
淳
】

　
定
住
人
口
、
労
働
人
口
の
減
少

に
よ
り
地
域
経
済
が
縮
小
す
る
中

で
、
観
光
振
興
に
よ
る
交
流
人
口

の
拡
大
で
地
域
経
済
を
活
性
化
し

よ
う
と
い
う
動
き
が
進
ん
で
い

る
。
誘
致
の
対
象
は
ま
ず
日
本
人

だ
ろ
う
が
、今
後
、訪
日
外
国
人
旅

行
者
の
存
在
も
無
視
で
き
な
い
。

訪
日
外
国
人
旅
行
者
は
国
の
施
策

に
よ
っ
て
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と

が
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
か
ら
だ
。

　
２
０
０
３
年
に
当
時
の
小
泉
内

閣
に
よ
っ
て
、
訪
日
外
国
人
旅
行

者
を
１
千
万
人
に
倍
増
す
る

観
光
立
国
宣
言
が
な
さ
れ

た
。
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、


年
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に

よ
っ
て
冷
水
を
浴
び
た
も
の
の
、


年
後
の

年
に
１
０
３
６
万
人

と
な
り
、
目
標
を
達
成
。

年
は

円
安
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
ビ
ザ
発

給
要
件
の
緩
和
も
あ
っ
て
、
約
３

割
増
し
と
な
る
１
３
０
０
万
人
に

ま
で
拡
大
す
る
見
込
み
。

年
に

目
指
す
２
千
万
人
に
ぐ
っ
と
近
づ

い
た
。
日
韓
、
日
中
の
関
係
悪
化

で
落
ち
込
ん
で
い
た
両
国
か
ら
の

訪
日
旅
行
も
戻
っ
て
き
た
。

　

年
に
は
３
千
万
人
の
目
標
も

設
定
さ
れ
て
い
る
。
３
千
万
人
と

も
な
る
と
、
そ
の
前
に
量
か
ら
質

へ
の
転
換
の
議
論
も
起
こ
り
そ
う

だ
が
、
と
に
か
く
国
を
挙
げ
て
訪

日
外
国
人
旅
行
者
の
拡
大
が
推

進
さ
れ
て
い
る
。

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交

通
公
社
で
は
、
人
口
減

に
よ
る
日
本
人
の
落

ち
込
み
を
、
増
加

す
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
が
カ
バ

ー
し
、
全
体

の
宿
泊
需
要

は

年
ま
で
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
と

見
通
す
。
延
べ
宿
泊
者
数
で
の
外

国
人
比
率
は

年
の
６
・
０
％
か

ら

年
に
は

・
１
％
と
約
９
人

に
１
人
、

年
に
は

・
１
％
と

約
６
人
に
１
人
に
高
ま
る
と
推
計

し
て
い
る
。

年
時
点
で
も
現
在

の
よ
う
に
東
京
、大
阪
、京
都
な
ど

に
集
中
す
る
傾
向
は
変
わ
ら
な
い

が
、
全
体
の
増
加
で
外
国
人
客
は

地
方
に
も
も
っ
と
流
れ
込
む
。

　
北
海
道
・
登
別
や
岐
阜
県
・
高

山
な
ど
、
い
ち
早
く
外
国
人
客
の

受
け
入
れ
に
取
り
組
み
、
成
果
を

上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
今
後
、
外
国
人
旅
行
者
の
中
で

増
加
す
る
の
は
、
自
分
で
航
空
券

や
宿
泊
施
設
を
手
配
す
る
個
人
旅

行
者
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
だ
。
同
財
団
の

調
査
に
よ
る
と
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
訪
日

リ
ピ
ー
タ
ー
は
地
方
観
光
地
へ
の

訪
問
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
言

葉
や
習
慣
の
違
い
な
ど
へ
の
対
応

は
簡
単
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
受
け
入
れ
の
準
備
は
早
い
方

が
い
い
。
皆
さ
ん
の
地
域
に
も
外

国
人
旅
行
者
は
少
な
か
ら
ず
や
っ

て
来
る
の
だ
。
　
【
板
津
昌
義
】


